
 

地震・緊急時等の対応について 

 
①  震度６弱以上の地震またはそれに相当するような地震で，児童の下校が危険な場合 
②  校内または学区内で重大事件等が発生し，保護者への引き渡しが必要なとき 
③  自然災害などの被害が予想され，保護者への引き渡しが必要なとき  など 

学校の対応 

○ 一斉配信メール及び連絡網で連絡します。 
※ 状況により，NTT 災害伝言ダイヤル「１７１」を活用します（下記参照）。 

○ 授業は中止し，校庭（または，体育館，教室）で学級ごとに待機します。 
○ 家庭調査票で，保護者もしくは記された引受人であるかを確認して引き渡します。 

保護者の方は・・・ 

・ 保護者もしくは引受人（家庭調査票に記された方）に直接学校で引き取っていただきます。 
※ 引受人が確認できない場合は，児童を学校に待機させることもあります。 

 

 

①  震度５強以下の地震で，学区内の安全が確保されているとき 
※ 学区内の安全が確認できない場合は，緊急度 Aとして対応する場合もあります 

②  学区内や近隣で不審者出没や大きな事件が発生したとき 
③  自然災害等の規模によって，一斉下校が必要なとき 

学校の対応 

○ 一斉配信メール及び電話で連絡します。 
○ 学年の教師及び担任外の教師が引率または巡視します。 

保護者の方は・・・ 

・ 迎えに来ることができる方は，学校または下校途中で児童を引き取っていただきます。 
・ 通学路等周囲の安全を確認していただきます。 
 

緊急時の連絡について 学校職員室電話：２３４-１３５４ FAX：２３４－１３５６ 

・ NTT 災害伝言ダイヤル「１７１」（学校からの情報を録音し，それを再生します） 
 再生・・・ １７１ → ２ → ０２２－２３４－１３５４ → １♯ → 「伝言を聞く」（自動終了） 

災害時（地震の際は基本的に震度６弱以上の時）に NTT が設置した場合，災害発生からおおむね 
３０分をめどに利用できるようになります。保護者の方は録音しないでください。 

・学校のブログで情報発信する場合もあります。http://www.sendai-c.ed.jp/~komasyo/29komasyoublog/ 

緊急度 A 「学校待機・保護者への引き渡し」 

緊急度 B 「学年ごと下校」（下校時刻を変更する場合もあります） 



 
仙台市立小松島小学校長  

 
北朝鮮による弾道ミサイル発射に係る校内での対応について 

 
 
１ 児童の対応 

 

（１）児童が在校中にミサイル等が発射された場合 
  ・ 校舎や体育館に避難する。 
  ・ 窓から離れ，机の下に潜るか，廊下や床に伏せて頭部を守る。 
  ・ 安全が確認されるまで，校内で待機する。 
 
（２）児童が登校前や在宅中にミサイル等が発射された場合 
  ・ 窓から離れるか，窓のない部屋（場所）へ移動する 
  ・ 机の下に潜る，布団に潜る，床に伏せるなどして頭部を守る。 
 
（３）児童が登下校中にミサイル等が発射された場合 
  ・ 近くにあるできるだけ頑丈な建物や地下に避難し，窓から離れる。 
  ・ 近くに建物がない場合は，物陰等に身を隠すか，地面に伏せて頭部を守る。 
  ・ ガソリン等の燃料に引火する恐れがあるため，車から離れて地面に伏せ，頭部を守る。 
 
（４）ミサイル等が落下した場合 
 ・ 屋外にいる場合は口と鼻をハンカチで覆いながら現場から直ちに離れ，機密性の高い部屋また

は風上に避難する。屋内にいる場合は，換気扇を止め，窓を閉め，目張りをして室内を密閉する。 
 ・ テレビやラジオ，インターネット等を通して情報収集に努めるとともに，行政からの指示があ

ればそれに従い，落ち着いて行動する。 
 
２ 本校の対応 

 

仙台市教育委員会からの指示により、本校としては下記の対応を行います。 
● 児童が登校前に Jアラート等による緊急情報（本県対象）が発表された場合・・・自宅待機 

  ・ 日本の領海外に落下した場合・・・・・通常登校 

  ・ 日本の領土・領海に落下した場合・・・臨時休業 

   ＊ 状況により臨時休業を行わない場合は緊急メール等によりお知らせします。 


